



Estimation of density of the semaestome jellyfish Cyanea nozakii Kishinouye, 1891 
in surface waters of Ariake Sea by visual observation
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要旨：有明海表面付近におけるユウレイクラゲの密度を調査するために 2014 年 10 月，豊潮丸船上から目視観察を
行った。早崎瀬戸－熊本港沖合間（10 月 27 日，12:35-15:35），熊本港－有明海中央部 St-B 間（10 月 28 日，8:15-
10:15）および有明海中央部 St-B－熊本港間（10 月 29 日，14:00-16:00）ではそれぞれ 3.2～19.4 個体／ 0.1 km2，
13.0～114.5 個体／ 0.1 km2， 4.3～110.2 個体／ 0.1 km2 を示した。今回の調査においてユウレイクラゲの有明海にお
ける分布様式は集中分布を示し，ユウレイクラゲの密度と観測区間内の平均風速の間に有意な負の相関が見られた。
キーワード：有明海，ユウレイクラゲ，密度，集中分布
Abstract: We estimated the density of the semaestome jellyfish Cyanea nozakii Kishinouye, 1891 in the surface waters of 
Ariake Sea by visual observation in October 2014. The densities of the jellyfish were 3.2-19.4, 13.0-114.5, 4.3-110.2 
individuals per 0.1 km2 along three respective lines, namely, Hayasaki Seto to Kumamoto Port (27 October, 12:35-15:35), 
Kumamoto Port to St-B (28 October, 8:15-10:15), and St-B to Kumamoto Port (29 October, 14:00-16:00). Our 
observational data showed that C. nozakii had a clumped distribution in the sea. The density of C. nozakii correlated 
negatively with wind speed.
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Ⅰ．緒　言
　ユウレイクラゲ Cyanea nozakii Kishinouye, 1891 は
傘径が 50 cmに達する大型の鉢クラゲ類である （図 1）。
日本の本州中部以南から韓国沿岸部，黄海，東シナ海
にかけて分布し（並河・楚山， 2000；Park and Chang, 







安田（1988）では，1984 年 8 月，香川県高松市の火
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ている。ポリプは水温 22～26 ℃で約 2 ヶ月間飼育す
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ることでモノディスクタイプのストロビレーションを
開始し，エフィラを放出する（Dong et al., 2008）。野
外におけるユウレイクラゲの成長は非常に早く，晩春
に傘径約 5 cm の小型個体が出現すると，その数ヶ月
後には傘径が 40 cm に達する大型個体も出現し始め








であるビゼンクラゲRhopilema esculentum Kishinouye, 
1891 が生息しており，現在日本で唯一の食用クラゲ





の損失をもたらしたと推定した（Dong et al., 2010）。
今後，有明海でも同様の被害が懸念されるため，その
出現予測や個体群動態に関する基礎研究の蓄積が急務


















で行った（図 2A-D）。2014 年 10 月 27 日に有明海早
崎瀬戸を通過した 12 時 35 分から熊本港沖合を通過
した 15 時 35 分までの 3 時間（中潮，下げ潮）（図
2B），10 月 28 日に熊本港を出港した 8 時 15 分から
有明海中央部と前の海の境界線付近に位置する St-B
（32°59’04” N, 130°19’24” E）に到着した 10 時 15 分
までの 2 時間（中潮，上げ潮）（図 2C），10 月 29 日
に St-B を出航した 14 時から熊本港に到着した 16 時
までの 2 時間（中潮，下げ潮）（図 2D）の計 3 回，
表面付近におけるユウレイクラゲの個体を計数した。
観察は航行中の豊潮丸 2 階デッキの左右両舷に各 2








　　Iδ ＝ n ((Σx2 ‒ Σx) / ((Σx)2 ‒ Σx))
ここでは n は観測区間数，x は各観測区間内における
個体数を示す。Iδ > 1 の場合，集中分布を示し，Iδ = 1







図 1　 2014年 10月 27日有明海早崎瀬戸にて遊泳する 
ユウレイクラゲ．
23目視観察による有明海表面付近におけるユウレイクラゲの密度推定
広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 7: December 25, 2015  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum














　表面付近のユウレイクラゲの密度は 2014 年 10 月
27 日，早崎瀬戸から熊本港沖合にかけての観測区間
では 0.1 平方キロメートル当たり 3.2～19.4 個体で










の膠州湾において 2011 年 8，9 月のユウレイクラゲ
の密度は 1 平方キロメートル当たり 0～150.2 個体で
あり，特に湾口および中央部において高密度に出現し
たと報告している。これは本研究での有明海のユウレ






図 2　 （A）有明海；（B）2014年 10月 27日，有明海早崎瀬戸から熊本港までの観
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Time 1235-1305 1305-1335 1335-1405 1405-1435 1435-1505 1505-1535
Jellyfish/0.1 km2 (counting No.) 3.2 (3) 8.6 (8) 19.4 (18) 4.3 (4) 3.2 (3) 3.2 (3)
Starting point 32°35’34”N 32°34’55”N 32°36’01”N 32°37’16”N 32°39’13”N 32°42’15”N
130°07’55”E 130°11’15”E 130°15’07”E 130°18’52”E 130°22’31”E 130°25’47”E
Finishing point 32°34’55”N 32°36’01”N 32°37’16”N 32°39’13”N 32°42’15”N 32°45’00”N
130°11’15”E 130°15’07”E 130°18’52”E 130°22’31”E 130°25’47”E 130°29’39”E
Mean surface temperature (℃) 22.5 22.5 22.3 22.1 22.2 22.1 
Mean wind direction (°) 172.0 121.4 47.9 25.1 97.7 294.3 
Mean wind speed (m/s) 6.2 5.7 5.1 4.8 5.0 5.3 
Time 0815-0845 0845-0915 0915-0945 0945-1015
Jellyfish/0.1 km2 (counting No.) 114.5 (106) 76.7 (71) 15.1 (14) 13.0 (12)
Starting point 32°45’36”N 32°45’16”N 32°49’35”N 32°54’32”N
130°34’42”E 130°28’56”E 130°25’21”E 130°22’43”E
Finishing point 32°45’16”N 32°49’35”N 32°54’32”N 32°59’04”N
130°28’56”E 130°25’21”E 130°22’43”E 130°19’24”E
Mean surface temperature (℃) 21.4 21.7 21.7 21.4 
Mean wind direction (°) 47.9 48.8 85.2 283.4 
Mean wind speed (m/s) 0.8 1.5 2.1 2.7 
Time 1400-1430 1430-1500 1500-1530 1530-1600
Jellyfish/0.1 km2 (counting No.) 10.8 (10) 4.3 (4) 110.2 (102) 17.3 (16)
Starting point 32°56’29”N 32°51’48”N 32°47’02”N 32°45’03”N
130°20’34”E 130°23’49”E 130°26’50”E 130°30’22”E
Finishing point 32°51’48”N 32°47’02”N 32°45’03”N 32°45’44”N
130°23’49”E 130°26’50”E 130°30’22”E 130°35’15”E
Mean surface temperature (℃) 21.5 21.7 21.6 21.3 
Mean wind direction (°) 217.7 201.2 71.2 54.6 
Mean wind speed (m/s) 2.3 2.0 1.8 1.7 
表 1　2014年 10月 27日，早崎瀬戸から熊本港沖合における観測区間内のユウレイクラゲの密度．
表 2　2014年 10月 28日，熊本港から St-Bにおける観測区間内のユウレイクラゲの密度．













られている。特にミズクラゲ Aurelia sp. ではしばし
ば航空機から視認できるほど巨大なパッチを形成する
ことが報告されている（Magome et al., 2007）。上




















表層水温はそれぞれ，10 月 27 日，早崎瀬戸から熊本
25目視観察による有明海表面付近におけるユウレイクラゲの密度推定
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港沖合において 25.1～294.3°，4.8～6.2 m/s，22.1～
22.5 ℃， 28 日， 熊本港からSt-Bにおいて 47.9～283.4°， 
0.8～2.7 m/s，21.4～21.7 ℃，29 日，St-B から熊本港




の範囲内であった（Wang et al. 2012）。27 日の観測区
間では 28 日，29 日の観測区間に比べて平均風速が速
く，一方，ユウレイクラゲの密度は低くなる傾向が見




















いる（Uchida, 1926; Chas and Hargitt, 1910）。また，
Houghton et al. （2006） は航空機を用いてイギリスの
トレマドク湾における Rhizostoma octopus （Linnaeus, 
1788） の密度調査を行っており， 風力階級 1 （風速 0.3～
1.5 m/s に相当） の条件下では 0.1 平方キロメートル当
たり 13,000 個体以上の巨大なパッチが観察されたが，
風力階級 3～4（風速 3.4～7.9 m/s）ではパッチは観察
されなかったことを報告している。これは本調査で見




性があることが指摘されている（Graham et al., 
2001）。Shanks and Graham （1987） では Stomolophus 








れる。また， Hays et al. （2008） はアカクラゲの 1 種で
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